
東日本大震災・原子力災害
福島大学の被災状況
　平成23年3月11日、国内観測史上最大規模のM9.0、福島市震度6弱

（当初は5強で発表）の大地震が発生。大きな混乱が続く中、福島にある
唯一の国立大学としての使命を果たすべく、復興・復旧のために避難所の
開設、除染対策、そしてどんな時でも歩みを止めるべきではないと教育・
研究活動を行いました。

地震発生時の状況と危機対策本部の設置
〇 学生ŋ教職員の安全確保のため屋外ୀ避を指ࣔ　
〇 ػة対ࡦຊ部の設ஔ
〇 ࣄ຿ہをব外対応൝、メσΟア対応൝、職員安否対応൝、医療、

学生対応൝、学生఻達൝、ڀݚ被害ௐࠪ൝、避難ॅຽ対応൝、
物඼被害ŋ物ࢿ対ࡦ対応൝、施設ŋ設備被害ௐࠪ෮چ൝にฤ੒
し、ٸۓ時対応にあたった

学生の安否確認と被災状況
ᶃ�学ੜの҆൱֬ೝ

学生・職員安否確認൝を各学ྨに設ஔ
→3月23日、4500名を௒える学生全員のແࣄを確認

ᶄ�学ੜの被災状況 (家଒の安否、ࣗ ୐等の被災)の֬ೝ
ओたる家計支࣋者の
・ࣗ୐全൒յ 141名   ・ࢮ๢　　 2名　・離職　33名　
  ռ۠Ҭ       35名   ・避難۠Ҭ29名ܯ・

建物・設備の被害状況
ᶃݐ�෺被害

建物被害ֹ　　໿7000ສԁ
いにして、෱ౡ市にある大学キϟンパス及び附属学校園では޾
建物౗յはなかったが、応ݥةٸ度ௐࠪ実施によるཁ஫ҙ建物
は15౩に及Μだɻ

ᶄ�ਤॻؗ被害
ॻՍから落下したਤॻの੔理は、大学が開設した避難所の
ํʑや教職員のڠ力により大学再開までに利用可能なঢ়ଶに
෮چɻ

ᶅ�ઃඋ被害
設備被害ֹ　　໿2600ສԁ
োなどしたɻނ、設備・物඼などがৼ動・落下によりഁ損、変形ڀݚ

ᶆ�ϥΠϑϥΠϯの状況
震災直後、電気・ガスは࢖用可能ɻ上水ಓがஅ水により࢖用不
可能であったため、څ水場等からのӡൖによって対応ɻ
3月20日ࠒから一部建物を除きほ΅෮چɻ中水設備は一部を
除いて࢖用可能であったɻ

避難所の開設
3月15日　෱ౡ県災害対ࡦຊ部に避難所開設をਃしग़る
3月17日　大学、附属小学校、附属中学校の3カ所で避難所

開設ŋ避難者受け入れ開始
附属小学校ŋ中学校避難所

→26日までӡӦ、延べ333人を受け入れた
大学避難所

→4月30日までӡӦ、延べ2828人を受け入れた

ʪ�震災࣌のඋ஝඼�ʫ
パン ʜʜʜʜס・ ໿1000؈
・ҿྉ水（2Ὑ）  ʜ໿1000ຊ
・洗浄用水（2Ὑ）ʜ໿500ຊ

˓ ෱ౡ大学生ڠから՛子パン、日用඼、おに͗りのਬきग़しなど
のແঈ提供にॿけられる

がಧけられたࢿձを通͡໿30の大学から支援物ڠ大学ཱࠃ ˓

学生支援と教育への取り組み
〇 学生へのब職活動に関する交通අの支援（5月～）

学ྨ̐年生及び大学Ӄ修࢜課程̎年生を対象に、採用ݧࢼやઆ
໌ձなどब職活動のため交通ػ関を利用する場合に、1人あた
り࠷大12000ԁまでを支援

〇 平੒23年度の入学ྉ・त業ྉのݮ໔
平੒24年度以降も໔除を実施

〇 ౦日ຊ大震災に൐͏ボランςΟア活動による୯Ґ認定のܾ定
〇 平੒24年度入学ݧࢼの

定ྉを໔除ݕ

・防災用アルϛブランέット ʜ300個
・ໟ布 ʜʜʜʜʜʜʜʜ130ຕ
・ໟ布用保ଘパック（2ຕ）ʜ 9ηット

大学避難所にฒͿख࡞りの段ボールϋ΢ス

学生ボランςΟアによる଍౬活動
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福島大学の被災状況と対応

7



附属学校園の被害状況と対応

附
属
幼
稚
園

１　被害状況
〇 平屋建てのため、壁に数カ所ひびが入った程度で大きな被害はなかった
〇 ガラス窓は飛散防止加工をしていたため被害はなかった
〇 降園後であったため、園での園児の被害はなかった

２　震災・原発事故後 1年間の対応
〇 直ちにメール・電話・家庭訪問などで園児の安否を確認
〇 幼稚園近隣の損傷のひどかった家庭の避難一時受け入れ
〇 3 月末には原子力災害の影響により県外避難園児が 50% まで達したため、新学期を 5 月に延期
〇 屋外での活動が制限されたため保育内容を工夫した

３　除染対策
〇 5 月末　表土除去実施→線量が 4 月始めより 80% 以上下がった
〇 6 月　　保護者による水洗いを中心とした園舎除染
〇 10 月　 専門業者による遊具等の除染、砂場の砂をホワイトサンドに入れ替え
〇 JAEA の指導のもとプールの除染、学校薬剤師の指導のもと水の管理を行った

附
属
小
学
校

１　被害状況
〇 建物の被害

あおい広場天井崩落、校舎壁に多数の亀裂、屋外非常階段傾斜、校舎内エクスパンジョンジョイントカバー落下、昇降口柱化粧
タイル崩落、構地内電柱傾斜、暖房用蒸気配管欠損、インターロッキングブロック舗装箇所波打、平板ブロック舗装箇所波打、
構地外周擁壁亀裂及び傾斜

〇 人的な被害はなかった

２　震災・原発事故後 1年間の対応
〇 3月17日避難所を体育館に開設→ 3月21日附属中学校避難所に統合する形で開設を終了
〇 余震や放射能の影響により、屋外での学習活動が制限されたため、教育課程を変更
〇 地震や放射能に対する不安感を抱く児童を早期に見取り支援する、保護者からの相談を受け付けるなどの体制を「ほっとルーム」

を中心に強化

３　除染対策
〇 ７月　校庭や緑地等の表土入れ替え処理、校舎壁面洗浄、インターロッキングブロックや
　　　　 コンクリート部分の洗浄、駐車場及び屋外排水枡などの洗浄、樹木の洗浄・伐採
〇 ８月　屋上や校舎周りの洗浄
〇 ９月　プールの清掃・除染、倉庫や飼育小屋の屋根・雨樋などの清掃・除染
 ※排水枡などは時間の経過とともに放射線量が上昇してくるため、継続して測定・除染を行った

附
属
中
学
校

１　被害状況
〇 内・外壁の亀裂程度で大きな被害はなかった
〇 人的な被害はなかったが、修学旅行中だった 2 年生は 3 泊の延泊をすることとなった

２　震災・原発事故後 1年間の対応
〇 3 月 17 日 避難所の開設 
　　→ 附属小・中学校教職員が 3 交代 24 時間体制で支援活動にあたった
　　　 (3 月 26 日開設を終了 )
〇 全生徒対象に個人放射線量計（ガラスパッチ）を配布し、9 月から 3 ヵ月間の個人被曝量を測定・通知の実施
〇 放射線の影響により屋外活動の制限 

３　除染対策
〇 5 月 7 日　校庭、中庭等植栽場所を含め校地内すべての表土除去・入れ替えや側溝等の泥を除去し汚染土を敷地内に埋設
〇 ホットスポット ( 排水溝、屋根、雨樋等 ) の除染
〇 校地内の樹木の剪定
〇 プール水の除染による排水・洗浄・入れ替え

附
属
特
別
支
援
学
校

１　被害状況
〇 体育館天井材の落下、中学部渡り廊下のモルタル剥離、ボイラー煙突土台部分の沈下、

都市ガス配管の亀裂
〇 人的な被害はなかった

２　震災・原発事故後 1年間の対応
〇 4 月 11 日学校再開  
〇 構地内の放射線量の正確な把握と各種放射能対応について情報収集し、安全を確認しながら

可能な限りこれまで通りの教育活動を行った
〇 放射線医療関係派遣者の宿泊施設として、日常生活訓練等の施設を 3 月 21 日～ 31 日まで提供（利用延人数 41 名）
〇 校外活動を実施する場合は、活動場所の放射線量を測定し保護者へ数値を通知し、安全確保がなされていることを周知

３　除染対策
〇 校庭の表土除去、敷地内の花壇等撤去や樹木剪定、通路のコンクリート、アスファルト面の除染
〇 放射線量測定器を常備し、定期的な校舎内外の測定を継続
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幼稚園避難所の༷子

保護者による園舎除染࡞業

小学校グラ΢ンドの除染࡞業

中学部渡り廊下のモルタル剥離

৯ྉ඼等のお土࢈をखにແؼࣄ校
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《
東
日
本
大
震
災
発
生
（
3
／
11 

14
時
46
分
）》

○
福
島
大
学
に
危
機
対
策
本
部
を
設
置

《
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
3
／
12
〜
》（
放
射

性
物
質
を
大
量
に
含
ん
だ
プ
ル
ー
ム
の
放
出
、
3
／
15
〜
16
の

放
出
が
最
大
級
）　

○
３
ヵ
所
の
避
難
所（
大
学
、附
属
小
学
校
、附
属
中
学
校
）
を
開

設
し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
開
始（
3
／
17
）

○
放
射
線
計
測
チ
ー
ム
が
活
動
を
開
始
（
3
／
18
）

○
他
大
学
か
ら
の
支
援
物
資
到
着
（
3
／
19
以
降
、
約
30
大
学

か
ら
の
支
援
物
資
受
け
入
れ
）

○
学
位
記
授
与
式
を
中
止
、
学
位
記
及
び
卒
業
証
明
書
を
郵
送

（
3
／
20
）

○
放
射
線
計
測
チ
ー
ム
に
よ
る
大
学
構
内
の
空
間
放
射
線
量
計
測

開
始
（
3
／
23
）

○
附
属
学
校
で
の
避
難
所
を
終
了
し
、
大
学
避
難
所
へ
避
難
者

受
け
入
れ
を
移
行
（
3
／
26
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
震
災
義
援
金
の
申
込
受
付
を
開
始

（
3
／
29
〜
平
成
25
年
12
／
31
ま
で
）

〇
附
属
図
書
館
に
震
災
資
料
に
関
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
「
災
害
復
興
研
究
所
」
設
置（
設
置
期

間
：
4
／
1
〜
平
成
28
年
3
／
31
）

○
放
射
線
計
測
チ
ー
ム
が
、
県
内
放
射
線
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成

（
4
／
9
）

○
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）
設
置

（
4
／
13
）

○
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
に
よ
る
大
気
の
放
射
線
観
測
を
開
始
（
4
／
15
）

〇
地
震
に
よ
り
落
下
し
た
図
書
資
料
の
復
旧
作
業
を
教
員
や
避
難
者

の
協
力
を
得
て
実
施

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援「
希
望
プ
ロ
ジェク
ト
」開
始（
4
／
25
）

○
授
業
再
開
に
向
け
た
教
職
員
向
け
講
演
会
「
放
射
線
被
ば
く

の
健
康
影
響
」「
大
震
災
と
大
学
・
学
生
」
実
施
（
4
／
28
）

○
『
放
射
線
対
応
マ
ニュ
ア
ル
』『
地
震
対
応
マ
ニュ
ア
ル
』
作
成

（
4
／
28
、
学
生
への
配
布
5
／
9
）

○
福
島
大
学
東
日
本
大
震
災
総
合
支
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト
、
地
域
貢

献
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置

○
避
難
中
の
小
中
学
生
へ
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〈
未
来
の
た
ね
〉

開
始

○
学
生
団
体
「
福
島
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
設
立

（
5
／
1
）

○
学
生
の
就
職
活
動
に
関
す
る
交
通
費
の
支
援
開
始
（
5
／
1
）

○
入
学
式
を
簡
素
化
し
て「
新
入
生
を
迎
え
る
会
」
挙
行

（
5
／
9
）

○
附
属
中
学
校
・
幼
稚
園
の
表
土
入
れ
替
え
工
事
実
施
（
5
／

22
〜
6
／
7
）

○
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
、
ハン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
野
球
場
、
弓

道
場
、
馬
場
の
表
土
入
れ
替
え
工
事
実
施
（
2
／
10
〜
4
月
）

○
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
（
当
時
）
と
の
連
携
協
定
を
締
結

（
2
／
13
）

○
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
連
携･

協
力
に
関
す
る
協
定
及
び

教
育
研
究
協
力
に
係
る
協
定
を
締
結
（
2
／
16
）

○
中
央
広
場
芝
部
の
表
土
除
去
工
事
実
施（
2
／
17
〜
2
／
24
）

○
『
共
に
生
き
る
（
東
日
本
大
震
災
後
の
記
録
）
Ｖｏ
ｌ
．1
』

刊
行
（
以
降
毎
年
刊
行
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
に
よ
る
『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
対
処
リ
ー

フ
レッ
ト
』
の
配
布

○
中
央
広
場
（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
）
の
除
染
工
事
実
施
（
3

／
5
〜
3
／
30
）

○
ふ
く
し
ま
震
災
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム「
み
ん
な
で
築
く
福
島
の
再
生

〜
ふ
く
し
ま
の
絆
づ
く
り・
未
来
づ
く
り
〜
」
開
催（
3
／
17
）

○
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
始
動
（
3
／
26
〜
3
／
30
以
降
継
続

実
施
）

○
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置

○
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）
に
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
」
を
創
設

○
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
ユ
ニッ
ト
棟
が
完
成

し
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
活
動
が
本
格
始
動
（
4
／
1
）

○
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
避
難
中
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
遊
び
と
学
び
教

室
〈
未
来
の
た
ね
〉
土
曜
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施
（
4

／
21
、
以
降
も
定
期
的
に
開
催
）

○
い
わ
き
・
双
葉
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
を
川
内
村
に
設
置

○Fukushim
a　

A
m

bassadors　

Program

（
Ｆ.

Ａ.

Ｐ.

）

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
（
6
／
5
〜
15
、
以
降
毎
年
開
催
）

○
経
済
経
営
学
類
と一般
社
団
法
人
志
友
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
無
料
公
開
講
座
「
福
島
起
業
塾
」　

を
開
催
（
6

／
29
〜
3
／
15
）

○
福
島
大
学
の
今
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

（
7
月
〜
9
月
、
平
成
25
年
も
同
時
期
に
実
施
）

○
「
ふ
く
し
ま
復
興
！
七
夕
マ
ル
シェ
」
を
開
催
（
7
／
7
）

○
人
間
発
達
文
化
学
類
と
伊
達
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
・
協

働
に
関
す
る
協
定
を
締
結
（
7
／
18
）

○
福
島
県
内
大
学
等
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
開
催（
7
／

18
、
以
降
毎
年
開
催
）

○
附
属
図
書
館
に「
震
災
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー
」
開
設（
7
／
23
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
教
員
に
よ
る『
放
射
能
汚
染
か
ら
の
食
と
農
の
再
生

を
』
刊
行（
7
／
27
）

○
子
ど
も
の
心
の
ス
ト
レ
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
『
子
ど
も

の
ス
ト
レ
ス
の
み
き
わ
め
・
対
処
の
ポ
イ
ン
ト
』
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レッ
ト
作
成

○
学
生
向
け
「
地
震
と
放
射
線
対
策
に
関
す
る
説
明
会
」
開
催

（
6
／
８
）

○
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
学
生
の
疑
問
等
に
対
応
す
る
た
め

「
福
島
大
学
放
射
線
相
談
窓
口
」
開
設
（
6
／
9
）

○
災
害
復
興
研
究
所
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
災
害
復
興
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
（
6
／
11
）

○
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
単
位
認
定

の
決
定

○
エ
ス
エ
ス
製
薬
㈱
と
の
復
興
支
援
に
関
す
る
協
力
協
定
を
締
結

（
7
／
6
）

○
大
学
構
内
の
Ｕ
字
形
側
溝
及
び
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
除
染
工
事

実
施
（
7
／
6
〜
8
／
5
）

○
「
福
島
大
学
か
ら
世
界
へ
元
気
を
伝
え
る
笑
顔
の
メッ
セ
ー
ジ
プ

ロ
ジェク
ト
」
を
実
施
（
7
／
13
）

○
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
連
携
協
定
を
締
結
（
7

／
20
）

○
広
島
大
学・
長
崎
大
学
と
放
射
線
に
関
わ
る
連
携
協
定
を
締
結

（
7
／
28
）

○
第
１
回
双
葉
郡
住
民
実
態
調
査
の
実
施
（
第
２
回
は
平
成
29

年
2
月
に
実
施
）

○
平
成
24
年
度
入
試
の
検
定
料
（
受
験
料
）
免
除
決
定
を
発
表

（
9
／
7
）

○
福
大
生
Ｐｒｅｓｅｎ
ｔｓ
「
復
興
マ
ル
シ
ェ
」
開
催
（
10
／
22
〜

23
、
平
成
25
年
ま
で
毎
年
開
催
）

○
金
澤
翔
子
氏
の
揮
毫
し
た
書
「
共
に
生
き
る
」
の
寄
贈

○
福
島
大
学
、
宮
城
教
育
大
学
、
山
形
大
学
の
南
東
北
三
国
立

大
学
長
に
よ
る
「
大
災
害
に
際
し
て
地
方
国
立
大
学
が
な
す

べ
き
こ
と
」
と
題
し
た
復
興
への
決
意
表
明
（
12
／
15
）

《
福
島
第
一原
発
原
子
炉
が
冷
温
停
止
状
態
と
な
る
》（
12
／
16
）

○
立
教
大
学
と
の
相
互
協
力
・
連
携
協
定
締
結
と
大
学
院
地
域

政
策
科
学
研
究
科
の
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
の
開
設
（
12
／
21
）

○
双
葉
地
方
八
町
村
と
の
連
携
協
力
協
定
を
締
結
（
1
／
17
）

○
学
内
で
超
高
圧
水
表
面
処
理
工
法「
J
リ
ム
ー
バ
ー
」
に
よ
る

除
染
実
証
試
験
の
公
開（
1
／
26
）

○
陸
上
競
技
場（
芝
生
部
）、バ
レ
ー・テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
除
染
工
事
実

施（
2
／
10
〜
4
月
）

� ݄

�݄
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平成23年

平成24年
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東日本大震災・原子力災害後の福島大学活動記録
（平成23年〜令和３年）

福島大学の震災復興に関連する活動記録をダイジェストでお伝えいたします。
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○
大
学
会
館
前
屋
外
ス
テ
ー
ジ
等
表
層
土
除
去
工
事
実
施
（
8

／
7
〜
9
／
28
）

○
郷
土
に
想
い
を
よ
せ
る
『
同
窓
会
』
モ
デ
ル
化
事
業
の
実
施
（
以

降
平
成
26
年
ま
で
随
時
開
催
、
浪
江
町
、
川
内
町
、
飯
館
村
、

山
形
県
、
大
阪
府
、
大
熊
町
、
葛
尾
村
）

○
総
合
科
目
「
災
害
復
興
支
援
学
」
を
新
規
開
講
（
10
／
1
）

○
「
ふ
く
し
ま
の
想
い
を
届
け
よ
う
！
福
島
大
学
教
育
支
援
＆
復

興
マ
ル
シェｉｎ
文
部
科
学
省
」
開
催
（
11
／
8
）

○
放
射
線
（
能
）
測
定
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
〜
「
復
興
の
担
い
手
育
成

事
業
」
放
射
線
測
定
従
事
者
研
修
会
〜
開
催
（
11
／
29
・

30
、
以
降
第
9
回
ま
で
開
催
）

○
「
ふ
く
し
ま
食
と
農
の
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
（
11
／
30
）

○
県
内
で
避
難
生
活
を
送
る
小
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に「
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
（
12
／
15
）

〇
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｎ
（
フ
ラ
ン
ス
放
射
線
防
護
原
子
力
安
全
研
究
所
）
と

の
協
定
を
締
結
（
12
／
15
）

○
文
部
科
学
省
に
お
け
る
大
学・
研
究
機
関
等
と
の
共
同
企
画
広

報
の
実
施
〜
文
部
科
学
省
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
情
報
ひ
ろ
ば
」
企
画

展
示「
今
、
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
〜
福
島
大
学
に
お

け
る
震
災
復
興
に
向
け
た
取
組
」
開
催（
1
／
7
〜
3
／
15
）

○
南
東
北
三
大
学
連
携
「
災
害
復
興
学
市
民
講
座
（
福
島
会

場
）」
開
講
（
1
／
10
）

○
文
部
科
学
省
平
成
24
年
度
学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
「
新
聞
づ
く
り
体
験
事
業
」
取
材

体
験
実
施
（
福
島
市
1
／
19
、
南
相
馬
市
2
／
9
）

○
郷
土
に
想
い
を
よ
せ
る
同
窓
会
事
業
特
別
編
・
う
つ
く
し
ま
ふ

く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
会
「
堀
下
さ
ゆ
り
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
（
1
／
30
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ふ
く
し
ま
再
生
と
歴
史
文
化
遺
産
」
開
催（
2
／
3
）

〇
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
局
次
長
（
当
時
）ア
ン
ド
レ
ア
ス・シ
ュラ
イ
ヒ
ャ
ー

氏
、
本
学
で
教
育
復
興
に
つい
て
講
演
（
2
／
４
）

○
「
郷
土
に
想
い
を
よ
せ
る
同
窓
会
モ
デ
ル
化
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
故
郷
に
想
い
を
よ
せ
な
が
ら
〜
」
開
催
（
2
／
17
）

〇
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
と
の
協
定
を
締
結
（
3
／
6
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
に
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
め
ば
え
ち
ゃ
ん
」が
誕
生

○
福
島
大
学・
立
教
大
学
間
の
単
位
互
換
協
定
を
締
結（
4
／
1
）

○
東
北
地
区
７
国
立
大
学
法
人
に
よ
る
「
大
規
模
災
害
等
発
生

時
に
お
け
る
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
間
の
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
（
4
／
25
）

○
「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
棟
」
竣
工

○
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
人
材
育
成
事
業
」
開
始
（
5
月
〜
平
成
29
年
3
月
）

○
ふ
く
し
ま
未
来
食
・
農
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
（
5
／
9
〜
7

／
11
、
以
降
平
成
28
年
ま
で
毎
年
開
催
）

○
東
京
海
洋
大
学
と
の
連
携
事
業
に
よ
る
福
島
沖
海
洋
生
態
系

の
放
射
能
汚
染
調
査
を
実
施
（
5
／
14
〜
23
）

○
福
島
復
興
を
担
う
若
者
向
け
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェク
ト
「
ふ
く

し
ま
復
興
塾
」
開
講
（
5
／
18
）

○
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究（
Ｓ
）に
「
東
日
本
大
震
災

を
契
機
と
し
た
震
災
復
興
学
の
確
立
」
が
採
択
（
研
究
期
間

5
／
31
〜
平
成
30
年
3
／
31
）

○
ふ
く
し
ま
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
震
災
復
興
―
大
学
に
期
待
す

る
こ
と
〜
開
催
（
6
／
17
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
（
Ｉ
Ｅ
Ｒ
）
設
置
（
7
／
1
）

○
筑
波
大
学
、
東
京
海
洋
大
学
、
福
島
県
立
医
科
大
学
と
の
連

携
協
定
を
締
結
（
7
／
1
）

〇
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
成
果
報
告
会
（
東
京
）
に
、
皇
太
子

ご
夫
妻
（
当
時
）
ご
出
席
、
生
徒
と
懇
談
（
8
／
6
）

〇
Ｓ
Ｃ
Ｋ
・
Ｃ
Ｅ
Ｎ
（
ベ
ル
ギ
ー
原
子
力
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
の
協

定
を
締
結
（
8
／
29
）

○
若
者
キ
ャ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
フ
ェ
開
催
（
8
／
31　

以
降
定
期

的
に
開
催
）

○
南
東
北
三
国
立
大
学
連
携
成
果
『
災
害
復
興
学
入
門
―
巨
大

災
害
と
向
き
合
う
、
あ
な
た
へ
―
』
刊
行
（
9
／
１
）

○
福
島
大
学
、（
株
）
パ
ー
キ
ン
エ
ル
マ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、（
独
）
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
、（
独
）
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
合

同
チ
ー
ム
が
「
放
射
性
物
質
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
の
迅
速
分
析

法
」
開
発
（
9
／
18
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
棟
竣
工
記
念
二
大
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
企
業・
経
済
界

は
被
災
地
の
復
興
に
何
が
で
き
る
の
か
」（
東
京
）開
催（
9
／
24
）

○
福
島
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
生
活
再
建
に
向
け
て
」開
催
（
毎
日

新
聞
社
、福
島
民
報
社
、Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
、国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
合
同
開
催
）（
10
／
17
）
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（
ハ

ン
ガ
リ
ー
国
家
フ
ー
ド
チ
ェ
イ
ン
安
全
監
督
局
）
と
の
協
定
を

締
結
（
11
／
15
）

○
こ
ど
も
・
若
者
向
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
開
始　

情
報
ス
テ
ー
シ
ョン

「
ほっ
と
ル
ー
ム
」
設
置
（
12
／
12
）

〇
郷
土
に
想
い
を
寄
せ
る
同
窓
会
事
業
「
新
聞
づ
く
り
事
業
」

開
催
（
以
降
平
成
28
年
ま
で
随
時
開
催
、川
内
村
、い
わ
き
市
、

楢
葉
町
、
浪
江
町
、
富
岡
町
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
編
『
福
島
大
学
の
支
援
知
を
も
と
に
し
た
テ
キ
ス
ト

災
害
復
興
支
援
学
』
刊
行

○
ラ
イ
ダ
ー
を
用
い
た
粉
塵
観
測
開
始
（
3
／
3
）

○
福
島
大
学
生
活
協
同
組
合
と
災
害
時
の
相
互
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
（
3
／
5
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
棟
竣
工
記
念
二
大
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
福
島
の「
今
」、

そ
し
て
「
未
来
」
へつ
な
ぐ
』（
大
阪
）
開
催
（
3
／
8
）

〇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
島
の
復
興
の
課
題
と
研
究
者
の
役
割
」
開

催
（
3
／
17
）

○
プ
ロ
ジェク
ト
研
究
所
「
災
害
心
理
研
究
所
」
設
置
（
設
置
期

間
：
4
／
1
〜
平
成
31
年
3
／
31
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
が
新
体
制（
5
部
門
16
分
野
）
で
本
格
始
動

○
［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
］
地
域
実
践
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ふ
く
し
ま
未
来

学
」
開
講

○
県
内
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
行
う「
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支

援
事
業
」
開
始

○
福
大
生
Ｐｒｅｓｅｎ
ｔｓ　

ふ
く
し
ま
食
と
農
の
情
報
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
お
か
わ
り
農
園
〜
学
生
が
創
る
福
島
の
こ
め
み
ら

い
〜
」
始
動

〇
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
パ
リ
）
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
生
徒

参
加
、
実
践
を
報
告

○「
再
エ
ネ
技
塾 

ｉｎ 

い
わ
き
」
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
育
成
講
座
開
催（
7
／
1
〜
23
、
会
津
10
／
27
〜
11
／
5
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
分
析
棟
竣
工
（
７
／
15
）　

○
［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
］
高
校
生
の
た
め
の
〝
６
次
産
業
化
〟
学
習
講

座
開
催
（
8
／
4
・
7
・
8
）

○
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
「
東
北
復
幸
祭
〈
環
Ｗ
Ａ
〉
ｉｎ　

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
開
催
（
8
／
30
〜
31
）

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
被
災
地
で
考
え
る
若
者
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
」
開
催
（
10
／
5
）

○
日
本
赤
十
字
社
と
復
興
支
援
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

（
10
／
8
）

○
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
大
学
連
合
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

と
の
連
携
協
定
を
締
結
（
10
／
10
）

○
金
谷
川
キ
ャ
ン
パ
ス
等
除
染
工
事
実
施
（
12
／
16
〜
平
成
27
年

5
／
29
）
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○
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
支
援
事
業
推
進
室
成
果
報
告
会
「
福

島
の
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
課
題
と
展
望
」
開
催

（
1
／
10
・
11　

以
降
毎
年
開
催
）

○［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
］「
ふ
く
し
ま
未
来
学
」の
展
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地

域
に
お
け
る
学
校
現
場
と
大
学
連
携
に
よ
る
人
づ
く
り
の
可

能
性
」
開
催
（
1
／
22
）

〇
東
宮
御
所
に
て
皇
太
子
ご
夫
妻（
当
時
）に「
東
北
復
幸
祭〈
環

Ｗ
Ａ
〉
ｉｎ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
の
成
果
を
報
告
（
2
／
3
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ほ
ん
と
の
空
が
戻
る
日
ま
で
」
開
催
（
京
都
）

（
3
／
8
、以
降
随
時
開
催
、東
京
都
、名
古
屋
市
、い
わ
き
市
、

新
潟
県
、
南
相
馬
市
、
仙
台
市
、
福
島
市
、
熊
本
県
、
富
岡
町
）

〇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
原
発
事
故
4
年
目
に
お
け
る
風
評
被
害
の
構

造
と
食
と
農
の
再
生
」
開
催
（
3
／
14
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
成
果
報
告
会
開
催
（
3
／
19
、
以
降
毎

年
開
催
）

○
福
島
大
学
研
究
・地
域
連
携
成
果
報
告
会
開
催
（
福
島
市
）（
3
／

20
、以
降
毎
年
開
催
、郡
山
市
、い
わ
き
市
、白
河
市
、南
相
馬
市
）

○
総
合
科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
災
害
論
」
を
新
規
開
講

○
［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
］
地
域
実
践
特
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ふ
く
し
ま
未

来
学
」
開
講
、「
む
ら
の
大
学
」
実
施

〇
国
立
環
境
研
究
所
と
の
連
携
協
定
を
締
結
（
4
／
1
）

〇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
生
命
環
境
科
学
大
学
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
計
算
機
・
計
算
シ
ス
テ
ム
研
究
所
と
の
協
定
を

締
結
（
4
／
1
）

○
東
日
本
大
震
災
（
原
発
事
故
含
む
）
及
び
激
甚
災
害
に
お
い

て
被
災
さ
れ
た
方
に
対
す
る
検
定
料
を
免
除　
（
5
／
18
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
福
島
め
ば
え
助
成
金
事
業
設
置
（
5
／
29
）

〇
附
属
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
7
／
16
）

○
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
ス
タ
ー
ト　

東
北

ク
ラ
ス
タ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催
（
以
降
毎
年
開
催
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
「
い
わ
き
・
双
葉
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
（
楢
葉
）」

を
開
所
（
8
／
1
）

〇
ノ
ル
ウ
ェ
ー
生
命
科
学
大
学
と
の
協
定
を
締
結
（
8
／
15
）

〇
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
と
の
協
定
を
締
結
（
9
／
29
）

○
論
文
公
開
「
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
長
期
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
野
生
動
物
の
個
体
数
変
化
及
び
福
島
県
の
避
難
指

示
区
域
に
お
け
る
調
査
の
実
施
に
つい
て
」（
10
／
7
）

○
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
を
繋
ぐ
研
究
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

に
伴
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催
（
福
島
市
）（
12
／
6
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
国
営
専
門
公
社
エ
コ
セ

ン
タ
ー
及
び
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
研
究
開
発
機
構
と
の
協
定
締
結

（
2
／
7
）

○
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
成
果
報
告
会
〜
中
学
生
が

伝
え
る
防
災
の
大
切
さ
〜
」
開
催
（
2
／
19
）

〇
福
島
大
学
農
学
系
教
育
研
究
組
織
設
置
準
備
室
主
催
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
発
酵
・
醸
造
学
が
福
島
の
未
来
を
拓
く
」
開
催

（
2
／
21
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
本
棟
・
試
料
保
存
棟
が
竣
工
（
2
／
28
）

○
科
研
費
基
盤
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
フ
ク
シ
マ
の
復
興
の
歩
み
を
学

術
的
視
点
か
ら
海
外
に
発
信
す
る
」
開
催
（
3
／
12
）

○
福
島
と
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
を
繋
ぐ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
球
規

模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
）」
採
択
研
究
課
題
「
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
災
害
後
の
環
境

管
理
支
援
技
術
の
確
立
」
が
本
格
ス
タ
ー
ト

○
「
福
島
県
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
資
料
収
集
業
務
」
活
動
開
始

（
4
／
3
）

○
「
め
ば
え
ち
ゃ
ん
」
を
福
島
大
学
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
任
命
（
4
／
12
）

○
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
ふ
る
さ
と
を　

想
う　

ま
も
る　
つ
な
ぐ　

―
地
域
の
大
学
と
町
役
場
の
試
み
―
」
を
富
岡
町
と
共
同
刊

行
（
4
／
12
）

○
防
災
教
育
教
材
「
さ
す
け
な
ぶ
る
Ｌ
ｉ
ｔｅ
」
開
発
を
発
表

（
5
／
10
）

○
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
南
相
馬
分
室
開
設
（
5
／
12
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
本
棟
竣
工
式
及
び
施
設
見
学
会
、
記
念

講
演
を
開
催
（
6
／
16
）

○
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
開
催

（
8
／
2
〜
4
）

〇
「
附
属
図
書
館　

震
災
関
連
ア
ー
カ
イ
ブ
」
公
開
（
学
術
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
内
の
デ
ー
タ
を
移
行
）

〇
フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
の
協
定
を
締
結
（
10

／
20
）

○
「
福
島
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
〜
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
（
改
革
）

〜
」
開
催（
10
／
29
〜
12
／
16
、福
島
市
、い
わ
き
市
、郡
山
市
、

会
津
若
松
市
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ふ
く
し
ま
の
食
品
・
農
業
・
環
境
の
未
来
を
創

る
」
開
催
（
10
／
28
）

○
農
学
系
人
材
育
成
組
織
の
設
置
を
表
明

○
〈
福
島
大
学
長 

× 

福
島
県
知
事　

特
別
対
談
〉　

福
島
の
未

来
を
語
る　

〜
地
方
創
生
と
若
者
への
期
待
〜
（
11
／
6
）

○
「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
5
年
間
の
歩
み

（
中
間
ま
と
め
）」
完
成
（
11
／
8
）

○
［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
］
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ふ
く
し
ま
の

未
来
を
担
う
地
域
循
環
型
人
材
育
成
の
展
開
」
及
び
協
定
締

結
式
を
開
催
（
2
／
9
）

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
こ
ど
も
・
若
者
支
援
部
門
活
動
報
告
会
〜
復
興
の

中
で
考
え
る
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援 

５
年
間
の
歩
み
〜

（
2
／
13
）

○
［
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
］
ふ
く
し
ま
未
来
学 

地
域
志
向
教
育
研
究
経

費
成
果
報
告
会
―
地
域
に
お
け
る
大
学
の
役
割
―（
3
／
24
）

○
農
学
系
人
材
育
成
組
織
設
置
準
備
室
を
設
置

○
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
「
い
わ
き
・
双
葉
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
「
相

双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
改
称
（
4
／
1
）

○
福
島
大
学
熊
本
地
震
対
応
チ
ー
ム
を
設
置
（
4
／
28
）

○
福
島
大
学
と
㈱
パ
ー
キ
ン
エ
ル
マ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
合
同
チ
ー
ム
が
放
射

性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
計
測
に
関
す
る
新
技
術
開
発　

〜
微
量
成
分

の
分
析
値
と
回
収
率
の
同
時
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
〜
（
5
／
11
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
（
Ｉ
Ｅ
Ｒ
）
と
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
が
環
境
分
野
に
お
け
る
研
究
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
（
6
／
8
）

〇
福
島
大
学
熊
本
地
震
対
策
チ
ー
ム
活
動
報
告
会
（
6
／
15
）

○
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催（
7
／
6
、以
降
継
続
実
施
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
研
究
活
動
懇
談
会
開
催
（
浪
江
町
）

（
8
／
2
、
以
降
随
時
開
催
、
大
熊
町
、
南
相
馬
市
、
い
わ

き
市
、
東
京
都
、
福
島
市
、
相
馬
市
、
郡
山
市
、
京
都
府
、

二
本
松
市
、
楢
葉
町
）　

○
熊
本
県
宇
城
・
上
益
城
地
区
県
立
学
校
東
日
本
大
震
災
被
災

地
交
流
研
修
受
け
入
れ
（
8
／
18
）

○
論
文
公
開
「
福
島
県
産
海
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
低

下
と
沿
岸
漁
業
の
復
興
」（
10
／
5
）

○
福
島
大
学
、Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
、双
葉
郡
富
岡
町
に
よ
る
合
同
主
催
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
な
ぜ
地
域
資
料
を
保
全
す
る
の
か
」開
催（
10
／
22
）
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平成31年

〇
環
境
科
学
技
術
研
究
所
と
協
定
を
締
結（
12
／
25
）

○
フ
ラ
ン
ス
国
立
放
射
性
廃
棄
物
管
理
公
社
と
協
定
を
締
結（
2
／
25
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域
の
未
来
を
拓
く
創
造
的
教
育
復
興
〜
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
変
え
て
い
く
学
び
の
形
〜
」（
3
／
2
）

○
農
学
群
食
農
学
類
、
大
学
院
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科

（
環
境
放
射
能
学
専
攻
）
を
新
設

○「
問
題
解
決
を
基
盤
と
し
た
教
育
」
へ
の
転
換
を
中
心
と
し
た

教
育
改
革
を
行
う

○
環
境
放
射
能
研
究
所
が
共
同
利
用・
共
同
研
究
拠
点「
放
射

能
環
境
動
態・
影
響
評
価
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
研
究
拠
点
」
と

し
て
活
動
開
始
、
研
究
テ
ー
マ
の
公
募
受
付
開
始

○
論
文
公
開「
福
島
県
に
生
息
す
る
海
水
魚
お
よ
び
淡
水
魚
に
お
け
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
と
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
明
確
な
違
い
」（
4
／
25
）

○
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「A

griculture and H
ydrological researches in 

ChEZ and Fukushim
a

」
開
催
（
5
／
23
）

○
福
島
大
学
創
立
70
周
年
を
記
念
し
た
人
文
字
「
70
」空
撮
（
5
／
29
）

○
難
分
析
核
種
計
測
法
の
開
発
に
よ
る
福
島
第
一原
子
力
発
電
所

廃
炉
作
業
効
率
化
へ
の
貢
献
に
対
し
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
株
）
か
ら
感
謝
状
贈
呈
（
7
／
5
）

〇
ロ
シ
ア
農
業
放
射
線
生
態
学
研
究
所
と
協
定
を
締
結
（
7
／
31
）

○
論
文
公
開
「
福
島
第
一原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
逸
出
し
た
ブ

タ
と
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
の
交
雑
お
よ
び
分
布
拡
大
の
可
能
性
―
Ｄ

Ｎ
Ａ
解
析
に
よ
る
遺
伝
子
汚
染
の
現
状
解
明
―
」（
8
／
8
）

○
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
未
来
を
ひ
ら
く
科
学
の
可
能
性
〜
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
者
が
語

る
夢
を
叶
え
る
力
〜
」
開
催
（
郡
山
市
）（
8
／
20
）

○
福
島
大
学
震
災・
復
興
展
示
コ
ー
ナ
ー「
東
日
本
大
震
災　

　

福
島
大
学
の
記
憶
」
を
附
属
図
書
館
に
開
設（
9
／
11
）

○
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
日
本
大
震
災
に
係
る
食
料
問
題
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
９
」
開
催
（
11
／
30
）

○
災
害
心
理
研
究
所
に
よ
る
「
福
島
の
母
た
ち
・
若
者
た
ち
の

心
か
ら
の
声
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
」
の
実
施

○
福
島
大
学
・
東
京
大
学　

原
子
力
災
害
復
興
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
福
島
県
の
農
林
漁
業
の
現
状
と
震
災
10
年
に
向
け
て
の
課

題
」
開
催
（
12
／
13
）

○
熊
本
大
学
大
学
院
生
の
被
災
地
視
察
受
け
入
れ（
11
／
12
）

○
科
研
費
基
盤
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
3
．
11
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
か
ら
の
教
訓
」
開
催
（
11
／
27
）

○
「
ふ
く
し
ま・ア
ー
カ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」に
て
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
資
料
を
展
示
（
12
／
10
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
が
弘
前
大
学
被
ば
く
医
療
総
合
研
究
所

と
協
定
を
締
結
（
12
／
22
）

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シュ・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
大
学
と
の
協
定
を
締
結
（
1
／
2
）

○「
第
２
回
双
葉
郡
住
民
実
態
調
査
」調
査
結
果
を
公
表（
2
／
15
）

○
大
震
災
後
の
福
島
県
の
教
育
復
興
を
進
め
る
会
２
０
１
７
年

度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
島
の
再
生
と
学
校
」（
3
／
3
）

○
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
第
2
期

キ
ッ
ク
オ
フ
！　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
生
徒
の
創
造
性
を
育

む
教
育
を
考
え
る
〜
（
３
／
11
）

○
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
プ
ロ
ジェク
ト　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「International Sym
posium

 on the Environm
ent 

after Fukushim
a and Chernobyl accidents 

福
島
─

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
環
境
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2018

」

開
催（
5
／
14・
15
）

○
論
文
公
開「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
逸
出
し
た

ブ
タ
は
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
へ
の
遺
伝
子
汚
染
を
も
た
ら
し
た
の
か

─
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
よ
る
遺
伝
子
汚
染
の
現
状
解
明
」（
5
／
30
）

○
環
境
放
射
能
研
究
所
に
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジェク
ト「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ａ
Ⅱ
」
の
会
議
開
催（
6
／
６・
7
）

○
福
島
大
学
放
射
線
計
測
チ
ー
ム
が
環
境
放
射
能
除
染
学
会
の

「
功
労
賞
」
を
受
賞（
7
／
3
）

○
人
間
発
達
文
化
学
類
主
管
に
よ
る 

２
０
１
８ 

ビ
ー
チ
フェス
タ

in
相
馬
開
催
‼（
7
／
29
、
以
降
定
期
開
催
）

○
大
学
院
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科（
環
境
放
射
能
学
専

攻
）
の
設
置
認
可（
8
／
22
）

〇
農
学
群
食
農
学
類
の
設
置
認
可（
8
／
28
）

○
〜
文
部
科
学
省「
情
報
ひ
ろ
ば
」
企
画
展
示
〜「
環
境
放
射
能

研
究
所
」
及
び「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
取
り
組
み
を
紹
介（
9
／
28
〜
12
／
25
）

〇
金
沢
大
学
理
工
研
究
域
と
協
定
を
締
結（
11
／
15
）

〇
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
地
理
学
部
と
の
協
定
を
締
結（
11
／
26
）

○
論
文
公
開
「
川
か
ら
海
へ
、
セ
シ
ウ
ム
は
ど
れ
だ
け
流
出
し
た

か　

―
観
測
結
果
と
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
シ
ウ
ム
流
出

量
の
推
定
手
法
を
開
発
―
」（
1
／
15
）

〇
論
文
公
開「
チェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
森
林
火
災
跡
地
で
は
、

地
表
流
が
発
生
し
や
す
く
な
り
放
射
性
物
質
を
含
む
土
砂
移
動

（
再
拡
散
）が
起
って
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」（
1
／
16
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
基
準
の
人
道
支
援
と
災
害
対
応
を
考
え

る
」
開
催
（
福
島
市
）（
2
／
28
）

○
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
高
貝
慶
隆
教
授
に
よ
る
「
原
子
力

災
害
に
貢
献
す
る
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
迅
速
分
析
法
の
開

発
」
が
評
価
さ
れ
、
令
和
2
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
（
4
／
７
）

○
福
島
大
学
と
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
と
の
「
廃
炉

技
術
開
発
研
究
拠
点
」
の
設
置
（
4
／
17
）

○「
国
際
教
育
研
究
拠
点
」
の
予
算
確
保
及
び
「
復
興
知
事
業
」

の
継
続
支
援
に
関
す
る
要
望
書
を
復
興
庁
に
提
出
（
5
／
26
）

○
大
学
院
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科
（
環
境
放
射
能
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
）
の
設
置
認
可
（
7
／
1
）

〇
論
文
公
開「
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
規
制
区
域
に
お
け
る
河
川
中
の
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
90
濃
度
の
長
期
変
化
の
モ
デ
ル
化
に
成
功
」（
7
／
1
）

○
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
第
2
期
集
大
成

事
業
「
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
（
8
／
1
〜
9
／
30
）

〇
論
文
公
開
「
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る
土
砂
流
出

が
福
島
沿
岸
の
溶
存
態
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
上
昇
さ
せ
た

一因
と
評
価
」（
８
／
５
）

〇
福
島
浜
通
り
地
域
の「
国
際
教
育
研
究
拠
点
」
へ
の
参
画
構
想

を
復
興
大
臣
へ
提
出
（
9
／
10
）

○「
環
境
放
射
能
学
セ
ミ
ナ
ー　

ｉｎ　

伝
承
館　

〜
環
境
影
響

や
廃
炉
技
術
の
最
先
端
か
ら
の
将
来
の
復
興
知
を
育
む
〜
」

開
催
（
10
／
3
・
4
）

〇
論
文
公
開
「
福
島
県
内
で
み
ら
れ
る
被
ば
く
線
量
に
応
じ
て

発
生
す
る
ア
カ
マ
ツ
の
形
態
異
常
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
迫
る
研

究
成
果
」（
10
／
14
）

〇
東
日
本
大
震
災・原
子
力
災
害
か
ら
10
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

（
3
／
11
）

〇
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
か
ら
10
年
の
歩
み
「
共
に
生

き
る
」
発
行
（
3
／
11
）
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